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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第23期
第１四半期
連結累計期間

第22期

会計期間
自平成30年10月１日
至平成30年12月31日

自平成29年10月１日
至平成30年９月30日

売上高 （千円） 832,856 3,355,871

経常利益 （千円） 19,004 223,977

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（千円） 10,147 136,545

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 10,355 136,759

純資産額 （千円） 695,170 358,675

総資産額 （千円） 1,528,101 1,263,447

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 7.13 117.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） 6.96 -

自己資本比率 （％） 45.49 28.39

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第22期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非上場

であったため、期中平均株価が把握できませんので記載しておりません。

４．第23期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当社株式が平成30年

10月19日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）へ上場したため、新規上場日から当第１四半期連

結会計期間末までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

５．当社は、第22期第１四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第22期第１

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第１四半期連結累計期間について四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比較

分析は行っておりません。

 

(１）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善が続く中、企業収益の改善と設備投資

の増加を背景に緩やかな回復基調が続いたものの、外需の減速や米中貿易摩擦、国際金融資本市場の変動、近隣諸

国の地政学リスクなどの不確実性が高まり、先行きが不透明な状態が継続しました。

　当社グループが属する情報サービス産業におきましては、クラウド技術、ＩｏＴ、ＡＩ、ビッグデータなどの急

速な進化に伴い、様々な分野でのＩＣＴ（情報通信技術）の活用が進む一方、サイバー攻撃などへの防御としてセ

キュリティ技術の需要も増加傾向にあります。また、働き方改革への取組みや人手不足への対応等、企業の生産性

向上や効率化目的のＩＴ投資を含むシステム更新投資需要が堅調に推移しました。

　このような環境の中、当社グループにおきましては、さらなる受注案件の増加を見込んでおり、人材の採用活動

及び人材育成に注力することで社内生産体制の強化に努めてまいりました。同時に、信頼できるプロジェクト管理

体制と高い技術力を有する協力会社（外注先）の新規開拓及びネットワーク強化を推進することで、さらに多くの

受注案件に対応可能な体制を構築する取組みを継続してまいりました。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は832百万円、営業利益34百万円、経常利益19百万円、親

会社株主に帰属する四半期純利益は10百万円となりました。

 

　セグメント別の経営成績は、次のとおりです。

（システムインテグレーション事業）

　ＩＴ通信業・金融業・流通業・医療・官公庁等の幅広い業種に対応した業務用アプリケーションの設計開発、イ

ンフラシステムの設計構築業務、業務用アプリケーション・インフラシステムの運用保守業務等を受注した結果、

売上高は824百万円、セグメント利益は179百万円となりました。

 

（教育サービス事業）

　中堅技術者向けのＩＴ教育研修サービス案件等の受注により、売上高は8百万円、セグメント利益は2百万円とな

りました。

 

(２）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(３）財政状態の分析

①流動資産

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,213百万円となり、前連結会計年度末に比べ269百万円増加

いたしました。これは、主に現金及び預金が214百万円、売掛金が41百万円増加したことによるものであります。

②固定資産

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産は314百万円となり、前連結会計年度末に比べ4百万円減少いた

しました。これは、有形固定資産が6百万円減少したことによるものであります。

③流動負債

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債は641百万円となり、前連結会計年度末に比べ66百万円減少いた

しました。これは、主に買掛金が21百万円、短期借入金が33百万円増加した一方、未払法人税等が36百万円、賞

与引当金が56百万円、その他流動負債が13百万円減少したことによるものであります。

④固定負債

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債は191百万円となり、前連結会計年度末に比べ5百万円減少いた

しました。これは、主に長期借入金が14百万円減少したことによるものであります。
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⑤純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は695百万円となり、前連結会計年度末に比べ336百万円増加いた

しました。これは、資本金が176百万円、資本準備金が176百万円増加したことによるものであります。

 

(４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(５）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,720,000

計 4,720,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成31年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 1,480,000 1,480,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

完全議決権株式であ

り、権利内容に何ら

限定のない当社にお

ける標準となる株式

であり、単元株式数

は100株でありま

す。

計 1,480,000 1,480,000 － －

（注）１．当社株式は、平成30年10月19日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）市場へ上場いたしました。

２．「提出日現在発行数」欄には、平成31年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

り発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年10月18日（注） 300,000 1,480,000 176,640 273,690 176,640 197,690

（注）有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

発行価格　　　　 1,280円

引受価額　　　1,177.60円

資本組入額　　　588.80円

払込金総額　　353,280千円

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　1,479,700 14,797

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

単元未満株式 普通株式　　　　300 － －

発行済株式総数 1,480,000 － －

総株主の議決権 － 14,797 －

 

②【自己株式等】
 

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第１四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年10月１日から平

成30年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年10月１日から平成30年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成30年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 523,756 738,266

売掛金 347,948 389,706

商品 779 612

仕掛品 8,279 23,100

その他 63,563 61,758

流動資産合計 944,328 1,213,445

固定資産   

有形固定資産 106,109 100,011

無形固定資産 11,404 10,441

投資その他の資産   

繰延税金資産 83,641 79,409

その他 117,963 124,794

投資その他の資産合計 201,604 204,204

固定資産合計 319,119 314,656

資産合計 1,263,447 1,528,101

負債の部   

流動負債   

買掛金 73,148 94,332

短期借入金 ※ 108,335 ※ 141,669

1年内返済予定の長期借入金 88,735 74,074

未払法人税等 39,950 3,701

賞与引当金 110,802 54,126

その他 286,385 273,307

流動負債合計 707,357 641,211

固定負債   

長期借入金 59,541 44,715

退職給付に係る負債 121,674 127,768

その他 16,198 19,235

固定負債合計 197,414 191,719

負債合計 904,772 832,930

純資産の部   

株主資本   

資本金 97,050 273,690

資本剰余金 21,050 197,690

利益剰余金 243,001 226,009

株主資本合計 361,101 697,389

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 △2,426 △2,218

その他の包括利益累計額合計 △2,426 △2,218

純資産合計 358,675 695,170

負債純資産合計 1,263,447 1,528,101
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年10月１日
　至　平成30年12月31日)

売上高 832,856

売上原価 649,973

売上総利益 182,883

販売費及び一般管理費 148,085

営業利益 34,797

営業外収益  

受取利息 0

助成金収入 427

営業外収益合計 428

営業外費用  

支払利息 614

上場関連費用 15,508

その他 99

営業外費用合計 16,222

経常利益 19,004

特別損失  

減損損失 4,299

特別損失合計 4,299

税金等調整前四半期純利益 14,704

法人税、住民税及び事業税 416

法人税等調整額 4,140

法人税等合計 4,557

四半期純利益 10,147

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純利益 10,147
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年10月１日
　至　平成30年12月31日)

四半期純利益 10,147

その他の包括利益  

退職給付に係る調整額 207

その他の包括利益合計 207

四半期包括利益 10,355

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 10,355

非支配株主に係る四半期包括利益 -
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行１行と当座貸越契約を締結しております。こ

れらの契約に基づく前連結会計年度末及び当第１四半期連結会計期間末の借入未実行残高は次のとおりであ

ります。

 
前連結会計年度

（平成30年９月30日）
当第１四半期連結会計期間
（平成30年12月31日）

当座貸越極度額 100,000千円 100,000千円

借入実行残高 50,000 50,000

差引額 50,000 50,000

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日）

減価償却費 3,646千円

 

（株主資本等関係）

当第１四半期連結累計期間（自　平成30年10月１日　至　平成30年12月31日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年12月20日

定時株主総会
普通株式 27,140 23 平成30年９月30日 平成30年12月21日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成30年10月19日に東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）に上場いたしました。上場にあ

たり、平成30年10月18日を払込期日とする有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）による新株式

発行300,000株により、資本金及び資本準備金がそれぞれ176,640千円増加しております。

　この結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金は273,690千円、資本準備金は197,690千円となっ

ております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成30年10月１日　至　平成30年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 報告セグメント

 
システムインテグレー

ション事業
教育サービス事業 計

売上高    

外部顧客への売上高 824,728 8,128 832,856

セグメント間の内部売上高又

は振替高
- - -

計 824,728 8,128 832,856

セグメント利益 179,956 2,926 182,883

 

２．報告セグメント合計額と四半期連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する

事項）

（単位：千円）

売上 金額

報告セグメント計 832,856

調整額（セグメント間取引消去） -

四半期連結財務諸表の売上高 832,856

 

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 182,883

調整額（セグメント間取引消去） -

販売費及び一般管理費 △148,085

四半期連結財務諸表の営業利益 34,797

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「システムインテグレーション事業」セグメントにおいて、名古屋支店の移転に係る減損損失を計上し

ております。

　なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において、4,299千円であります。

 

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年10月１日
至　平成30年12月31日）

（１）１株当たり四半期純利益 7.13円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 10,147

普通株主に帰属しない金額（千円） -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
10,147

普通株式の期中平均株式数（株） 1,421,304

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 6.96円

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
-

普通株式増加数（株） 35,395

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

－

（注）当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、当社株式が平成30年10月19日に

東京証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）へ上場したため、新規上場日から当第１四半期連結会計期間末まで

の平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成31年２月14日

株式会社ディ・アイ・システム

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 神宮　厚彦

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 加瀬　幸広

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ディ・

アイ・システムの平成30年10月１日から平成31年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年10月

１日から平成30年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年10月１日から平成30年12月31日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ディ・アイ・システム及び連結子会社の平成30年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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